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１．目的  

大阪市交通局においては，変状が多い構造物に対して実施する個別検査以外に，30 年以上経過した構造物

を対象として平成２年より中性化深さ，鉄筋腐食度，圧縮強度等の物理調査を実施している．本研究は，その

データを用いて，(その 1)において構築したアセットマネジメントのための評価モデルに必要な中性化に関す

る傾向の把握のため，新たな調査と過去の物理調査との比較，構造物の状態による進行性の比較により，単な

る構造物の経年と中性化深さの関係による把握が困難である中性化の進行性に関して分析を行った． 

２．過去の物理調査 

 過去に実施した主な物理調査を表１に示す．各調

査項目は，２００ｍ毎の調査を標準としているが，

コア採取による圧縮強度試験を４００ｍ毎，シュミ

ットハンマーによる圧縮強度の推定およびかぶりは

１００ｍ毎に調査している．鉄筋腐食度と中性化残

りは，はつり調査の結果を用いた中性化残りと鉄筋

腐食度との関係は関連性が高い 1)ものの，中性化深さ

は図１に示すようにばらつきが大きいものであった． 

３．新たな調査とデータ分析の方法 

 中性化の進行面は，均一ではないことが過去の調査

からも判っており，定点において異なる２時点での中

性化深さの調査が必要であるが，現実的に困難である．

今回，５～１３年前に調査した箇所において，可能な

限り近傍で調査することで中性化進行の把握を試み

た．なお，今回の方法は，近傍での測定が可能なドリ

ル法を採用している．（写真１～３）分析は，このデ

ータを用いた中性化の進行性，構造物の状態による中

性化の進行性について分析している． 
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表１ 物理調査項目と調査方法 
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図１ 物理調査における中性化深さと経年 ：今回調査 ：前回調査 

写真 1 前回ドリル法の場合 写真 2 前回コアの場合 写真 3 前回はつり調査の場合
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４．新たな調査と過去の物理調査による中性化の進行 

 分析は，中性化進行が√t 則に従うものとして，前回と今回の平均した中性化深さから中性化速度係数を算

出し，その差を新たに調査した２４サンプルの度数分布を図２，前回の調査方法をドリル法に限定した度数分

布を図３に示す．全ての調査箇所を対象とした度数分布では，中性化速度係数７５％が-1.0～1.0 の範囲での

差であり，ドリル法に限定した場合では８５％が-1.0～1.0 の範囲で，よりばらつきが無い結果であった． 

 

５．構造物の状態による中性化の進行 

ここでは，過去の物理調査において中性化速度係数

が５以上のデータについて，調査箇所における構造物

の状態として，調査箇所そのものに変状がある場合，

調査箇所は健全であるものの付近に変状がある場合，

全く健全な場合に分類して調査した．図４は，その結

果を中性化速度係数別の割合で示したものであり，中

性化速度係数が１０以上のものは約８０％が，変状の

ある箇所の調査データであった． 

 さらに，変状種別毎に分類して平均的な中性化速度

係数を算出したものを図５に示す．ひび割れ，漏水お

よび補修跡については，調査箇所に変状がある場合お

よび付近に変状がある場合とで中性化速度係数に大差

なく，中性化速度係数５以上の健全な箇所との比較で

も同程度であった．一方，豆板や鉄筋露出では，調査

箇所に変状がある場合に加えて，付近に変状がある場

合においても中性化速度係数が高い結果となった． 

６．まとめ 

 今回の分析では，√t 則による予測が中性化速度係

数で±１程度の範囲内であること，構造物の状態によ

る中性化進行の程度も異なり，豆板や鉄筋露出部やそ

の付近で進行が早いということが判った．一方で，ア

セットマネジメントのための評価モデルへ適用するた

めには，評価する構造物に対する中性化速度係数の設定方法，構造物の範囲の設定など検討も必要である． 
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図２ 全データの度数分布 図３ ドリル法によるデータの度数分布 
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図５変状種別毎の中性化速度係数(５以上) 
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